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別表第２

⑴ 〔略〕

⑵ 農道又は林道の新設又は改築の事業に係る参考手法

参考項目 参考手法

環境要素の区分 影響要因の区分 調査の手法 予測の手法

土砂による水の濁り 造成等の工事による一時的な １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

影響 ⑴ 濁度又は浮遊物質量 事例の引用又は解析

及びその調査時におけ ２ 予測地域

る流量の状況 調査地域のうち、流域

⑵ 気象の状況 の特性及び土砂による水

⑶ 土質の状況 の濁りの変化の特性を踏

２ 調査の基本的な手法 まえて土砂による水の濁

文献その他の資料及び りに係る環境影響を受け

現地調査による情報(浮遊 るおそれがあると認めら

物質量の状況について れる地域

は、水質汚濁に係る環境 ３ 予測地点

基準に規定する浮遊物質 流域の特性及び土砂に

量の測定の方法を用いら よる水の濁りの変化の特

れたものとする。)の収集 性を踏まえて予測地域に

並びに当該情報の整理及 おける土砂による水の濁

び解析 りに係る環境影響を的確

３ 調査地域 に把握できる地点

対象事業実施区域及び ４ 予測対象時期等

その周辺の区域 工事に伴う土砂による

４ 調査地点 水の濁りに係る環境影響

流域の特性及び土砂に が最大となる時期

よる水の濁りの変化の特

性を踏まえて調査地域に

おける土砂による水の濁

りに係る環境影響を予測

し、及び評価するために

必要な情報を適切かつ効

果的に把握できる地点

５ 調査期間等

流域の特性及び土砂に

よる水の濁りの変化の特

性を踏まえて調査地域に

おける土砂による水の濁

りに係る環境影響を予測

し、及び評価するために

必要な情報を適切かつ効

果的に把握できる期間及
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び時期

重要な地形及び地質 造成等の工事による一時的な 〔略〕 〔略〕

影響

事業の立地及び農道又は林道

の存在

重要な種及び注目すべき 工事用機械の稼働等 〔略〕 〔略〕

生息地 事業の立地及び農道又は林道

の存在並びに自動車の走行

重要な種及び群落 事業の立地及び農道又は林道 〔略〕 〔略〕

の存在

地域を特徴づける生態系 事業の立地及び農道又は林道 〔略〕 〔略〕

の存在

主要な眺望点及び景観資 事業の立地及び農道又は林道 〔略〕 〔略〕

源並びに主要な眺望景観 の存在

主要な人と自然との触れ 事業の立地及び農道又は林道 〔略〕 〔略〕

合いの活動の場 の存在

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

二酸化炭素 工事用機械の稼働等 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

建設機械、車両等のエネ 建築機械、車両等の稼

ルギー消費効率 働に伴い発生する二酸化

炭素の排出に関する計算

２ 予測地域

対象事業実施区域

３ 予測対象時期等

工事期間

備考

１～５ 〔略〕

⑶～⑽ 〔略〕

⑾ 火力発電所(地熱以外)の設置又は変更の事業に係る参考手法

参考項目 参考手法

環境要素の区分 影響要因の区分 調査の手法 予測の手法

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

産業廃棄物 造成等の施工による一時的な １ 予測の基本的な手法

影響 産業廃棄物の種類ごと

の排出量の把握

２ 予測地域

対象事業実施区域

３ 予測対象時期等

工事期間

廃棄物の発生 〔略〕
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〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

備考

１～６ 〔略〕

⑿ 火力発電所(地熱)の設置又は変更の事業に係る参考手法

参考項目 参考手法

環境要素の区分 影響要因の区分 調査の手法 予測の手法

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

産業廃棄物 造成等の施工による一時的な １ 予測の基本的な手法

影響 産業廃棄物の種類ごと

の排出量の把握

２ 予測地域

対象事業実施区域

３ 予測対象時期等

工事期間

廃棄物の発生 〔略〕

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

備考

１～５ 〔略〕

⒀～⒄ 〔略〕

⒅ 宅地の造成事業に係る参考手法

参考項目 参考手法

環境要素の区分 影響要因の区分 調査の手法 予測の手法

窒素酸化物 工場等の稼働 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

⑴ 二酸化窒素の濃度の状 プルーム式及びパフ式

況 による計算

⑵ 気象の状況 ２ 予測地域

２ 調査の基本的な手法 調査地域のうち、二酸

文献その他の資料及び現 化窒素の拡散の特性を踏

地調査による情報（次に掲 まえて二酸化窒素に係る

げる情報については、それ 環境影響を受けるおそれ

ぞれ次に定める方法を用い があると認められる地域

られたものとする。）の収 ３ 予測地点

集並びに当該情報の整理及 二酸化窒素の拡散の特

び解析 性を踏まえて予測地域に

⑴ 二酸化窒素の濃度の状 おける二酸化窒素に係る

況 二酸化窒素に係る環 環境影響を的確に把握で

境基準に規定する二酸化 きる地点

窒素の濃度の測定の方法 ４ 予測対象時期等

⑵ 風の状況 気象業務法 工場等の稼働が見込ま
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施行規則第１条の２の表 れる時期

第１号トに規定する風の

観測の方法（気象庁が観

測した場合に限る。）又

は同規則第１条の３の表

第６号イに規定する風向

の観測の方法及び同号ロ

に規定する風速の観測の

方法

３ 調査地域

二酸化窒素の拡散の特性

を踏まえて二酸化窒素に係

る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域

４ 調査地点

二酸化窒素の拡散の特性

を踏まえて調査地域におけ

る二酸化窒素に係る環境影

響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切か

つ効果的に把握できる地点

５ 調査期間等

春夏秋冬ごとにそれぞれ

１週間

硫黄酸化物 工場等の稼働 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

⑴ 二酸化硫黄の濃度の状 プルーム式及びパフ式

況 による計算

⑵ 気象の状況 ２ 予測地域

２ 調査の基本的な手法 調査地域のうち、二酸

文献その他の資料及び現 化硫黄の拡散の特性を踏

地調査による情報（次に掲 まえて二酸化硫黄に係る

げる情報については、それ 環境影響を受けるおそれ

ぞれ次に定める方法を用い があると認められる地域

られたものとする。）の収 ３ 予測地点

集及び当該情報の整理及び 二酸化硫黄の拡散の特

解析 性を踏まえて予測地域に

⑴ 二酸化硫黄の濃度の状 おける二酸化硫黄に係る

況 二酸化硫黄に係る環 環境影響を的確に把握で

境基準に規定する二酸化 きる地点

硫黄の濃度の測定の方法 ４ 予測対象時期等

⑵ 風の状況 気象業務法 工場等の稼働が見込ま

施行規則第１条の２の表 れる時期
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第１号トに規定する風の

観測の方法（気象庁が観

測した場合に限る。）又

は同規則第１条の３の表

第６号イに規定する風向

の観測の方法及び同号ロ

に規定する風速の観測の

方法

３ 調査地域

二酸化硫黄の拡散の特性

を踏まえて二酸化硫黄に係

る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域

４ 調査地点

二酸化硫黄の拡散の特性

を踏まえて調査地域におけ

る二酸化硫黄に係る環境影

響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切か

つ効果的に把握できる地点

５ 調査期間等

春夏秋冬ごとにそれぞれ

１週間

浮遊粒子状物質 工場等の稼働 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

⑴ 浮遊粒子状物質の濃 プルーム式及びパフ式

度の状況 による計算

⑵ 気象の状況 ２ 予測地域

２ 調査の基本的な手法 調査地域のうち、浮遊

文献その他の資料及び 粒子状物質の拡散の特性

現地調査による情報（次 を踏まえて浮遊粒子状物

に掲げる情報について 質に係る環境影響を受け

は、それぞれ次に定める るおそれがあると認めら

方法を用いられたものと れる地域

する。）の収集並びに当 ３ 予測地点

該情報の整理及び解析 浮遊粒子状物質の拡散

⑴ 浮遊粒子状物質の濃 の特性を踏まえて予測地

度の状況 大気の汚染 域における浮遊粒子状物

に係る環境基準に規定 質に係る環境影響を的確

する浮遊粒子状物質の に把握できる地点

測定の方法 ４ 予測対象時期等

⑵ 風の状況 気象業務 工場等の稼働が見込ま

法施行規則第１条の２ れる時期
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の表第１号トに規定す

る風の観測の方法（気

象庁が観測した場合に

限る。）又は同規則第

１条の３の表第６号イ

に規定する風向の観測

の方法及び同号ロに規

定する風速の観測の方

法

３ 調査地域

浮遊粒子状物質の拡散

の特性を踏まえて浮遊粒

子状物質に係る環境影響

を受けるおそれがあると

認められる地域

４ 調査地点

浮遊粒子状物質の拡散

の特性を踏まえて調査地

域における浮遊粒子状物

質に係る環境影響を予測

し、及び評価するために

必要な情報を適切かつ効

果的に把握できる地点

５ 調査期間等

春夏秋冬ごとにそれぞ

れ１週間

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

水の濁り 雨水の排水 〔略〕 〔略〕

水の汚れ 工場等の稼働 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

国又は関係する地方公共 原単位法により生物化

団体による水質に係る規制 学的酸素要求量を計算

等の状況 ２ 予測地域

２ 調査の基本的な手法 工場等の排水を排水す

文献その他の資料による る公共用水域

情報の収集及び当該情報の ３ 予測地点

整理 工場等の排水を排水す

３ 調査地域 る地点

工場等の排水を排水する ４ 予測対象時期等

公共用水域 工場等の稼働が見込ま

４ 調査地点 れる時期

工場等の排水を排水する

地点
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〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

建設工事に伴う副産物 造成工事 〔略〕 〔略〕

二酸化炭素 建設機械の稼働並びに資材及 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

び機械の運搬に用いる車両の 建設機械、車両及び工場 建設機械、車両及び工

運行 等のエネルギー消費効率 場等の稼働に伴い発生す

工場等の稼働 る二酸化炭素の排出に関

する計算

２ 予測地域

対象事業実施区域及び

前号における計算を適切

に行うために必要な地域

３ 予測対象時期等

工事期間及び工場等の

稼働が見込まれる時期

備考

１～７ 〔略〕

⒆～(25) 〔略〕

(26) 最終処分場の設置又は変更の事業に係る参考手法

参考項目 参考手法

環境要素の区分 影響要因の区分 調査の手法 予測の手法

〔略〕 〔略〕 〔略〕 〔略〕

メタン 廃棄物の存在・分解 〔略〕 〔略〕

二酸化炭素 建設機械の稼働（陸上埋立 １ 調査すべき情報 １ 予測の基本的な手法

て） 建設機械、作業船及び車 建設機械、作業船及び

建設機械及び作業船の稼働 両等のエネルギー消費効率 車両等の稼働に伴い発生

（水面埋立て） する二酸化炭素の排出に

資材、機械及び建設工事に伴 関する計算

う副産物の運搬に用いる車両 ２ 予測地域

の運行 対象事業実施区域及び

埋立て・覆土用機械の稼働 前号における計算を適切

（陸上埋立て） に行うために必要な地域

埋立て・覆土用機械の稼働 ３ 予測対象時期等

（水面埋立て） 工事期間及び事業活動

廃棄物及び覆土材の運搬に用 が定常状態になる時期

いる車両の運行

廃棄物及び覆土材の運搬に用

いる船舶の運航（水面埋立

て）

備考
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１～９ 〔略〕

(27)～(30) 〔略〕


